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指
定
管
理
者
導
入
の
成
果
は

問
　

指
定
管
理
者
移
行
後
一
年
、

運
営
面
で
ど
の
よ
う
な
結
果
が

出
た
か
。

答

施
設
の
管
理
運
営
を
全
面
的

に
担
う
責
任
と
あ
わ
せ
、
主
体

性
を
持
っ
た
事
業
の
企
画
立
案

が
な
さ
れ
、
管
理
者
の
創
意
工

夫
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

積
極
的
に
制
度
導
入
を
し
た
い
。

「
軽
便
鉄
道
」
路
線
跡
の
整
備

問
　

秋
葉
線
・
駿
遠
線
の
歴
史
継

承
の
た
め
、
路
線
跡
に
記
念
碑

ま
た
は
旧
路
線
の
観
光
整
備
を
。

答

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
の
中
で
案
内
標
識
や
旧
駅
名

を
表
示
す
る
等
、
秋
葉
線
・
駿

遠
線
の
面
影
や
歴
史
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
整
備
を
し
た
い
。

団
塊
世
代
の
生
き
が
い
対
策
は

問
　

団
塊
世
代
の
定
年
退
職
者
に

第
二
の
人
生
と
し
て
の
取
り
組

み
・
政
策
を
考
え
て
は
。

答

県
の
「
い
き
い
き
し
ず
お
か

交
流
定
住
推
進
事
業
」
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
今
後
、
事
業
内
容

が
示
さ
れ
る
の
で
、
取
り
組
み

可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、

農
業
活
動
を
通
じ
て
団
塊
世
代

の
方
々
の
生
き
が
い
の
場
づ
く

り
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

秋
田
　
稔
議
員

駿遠線「芝駅」跡地

中
国
の
都
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
の
考
え
は

問
　

国
際
化
が
進
む
中
で
、
成
長

著
し
い
ア
ジ
ア
の
隣
国
で
あ
る

中
国
の
都
市
と
国
際
姉
妹
都
市

提
携
の
考
え
は
な
い
か
。

答

昨
年
の
海
外
産
業
視
察
研
修

の
際
、
浙
江
省
人
民
対
外
協
会

か
ら
二
つ
の
都
市
を
紹
介
さ
れ

情
報
交
換
し
て
い
る
。
ま
ず
は

交
流
促
進
を
図
り
、
市
民
の
機

運
が
盛
り
上
が
れ
ば
と
考
え
る
。

国
本
地
区
の
ホ
テ
ル
建
設
へ

ど
う
対
応
し
た
か

問
　

国
本
地
区
へ
の
ホ
テ
ル
建
設

に
対
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応

策
を
と
ら
れ
た
の
か
。

答

地
域
と
の
協
定
書
に
沿
っ
た

ホ
テ
ル
内
容
か
西
部
保
健
所
に

確
認
。
ま
た
、
風
俗
営
業
の
該

当
施
設
か
磐
田
警
察
署
と
協
議

し
た
。
現
状
は
該
当
し
な
い
が
、

今
後
、
関
係
法
令
等
に
抵
触
す

れ
ば
厳
正
に
対
応
し
た
い
。

道
路
の
り
面
に
ム
カ
デ
シ
バ

を
導
入
し
て
は

問
　

道
路
の
り
面
の
雑
草
対
策
に

ム
カ
デ
シ
バ
が
有
効
。
草
刈
の

省
力
化
、
環
境
面
、
景
観
面
か

ら
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答

盛
り
土
し
た
道
路
の
り
面
に

も
適
す
る
の
か
、
試
験
施
行
を

し
、
効
果
等
を
検
証
し
た
い
。
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